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「読む」と「書く」を関連させた 

文学的な文章の単元構想と授業づくり 
 

田辺市立新庄小学校  

教諭 山 崎 浩 平 
 

【要旨】 
 本研究では,文学的な文章を教材とした小学校国語科の「読むこと」と「書くこと」の指
導を関連させた単元構想と授業づくりを提案する。「『読み』と『書き』の観点」を設定し，
教材に即した観点をその中から選択して，観点に沿って，文章の内容だけでなく,構成や構
造等を分析的に読ませ，読み取った内容を「創作プロット」にまとめる。そして,「創作プ
ロット」をもとに，観点に沿って文章を書かせる。文学的な文章の指導において，「読む力」
の育成を図るだけでなく，「読み取ったことを踏まえて書く力」の向上を図る。この手立て
を取り入れた授業を行った結果,児童は教材文の構成や構造を意識的に読み取ることがで
きるようになり，読み取った構成や構造を生かして文章を書くことができるようになった。 
 
【キーワード】 

小学校国語科，文学的な文章，読むこと，書くこと，構造と内容の把握，「読み」と「書
き」の観点，創作プロット 

 
 
１ 研究のねらい 
 本研究の目的は，小学校国語科の文学的な文章教材を用いて，児童の読む能力と書く能
力を相互に高める授業を構想することである。 
 新学習指導要領では，「読むこと」の指導事項として「構造と内容の把握」という項が新
設され，説明的な文章と文学的な文章の両方の指導において，その内容だけでなく，文章
の構成や構造を捉えることが明示された。 

これまで，筆者の説明的な文章教材を扱った授業では，文章の組み合わせ方や接続語の
働きを理解させたり，事実と意見等を読み取らせたりといった，文章の構成や構造と内容
の両方を読み取る「読むこと」の指導を行い，さらに読み取ったことを活用して「書くこ
と」の指導を行ってきた。このような指導は，前述の新学習指導要領に示されている，今求
められる国語の力を育成するために効果的であると考える。一方，文学的な文章教材を扱
った授業では，登場人物の相互関係や心情，場面についての描写や作品の主題を捉えさせ
ることに重点を置き，文章の構成や構造を読み取らせる指導は行っていなかった。さらに，
「読むこと」の指導の後は，その文章の内容についての感想を伝え合ったり，話し合った
りするといった活動が中心となっており，それをもとにした「書くこと」の学習活動はほ
とんど行ってこなかった。 

全国学力・学習状況調査に目を向けてみると，所属校における平成28年度の結果におい
ては，「書くこと」に関する問題の正答率が低かった。課題のあった設問は，問題文や資料
から必要な情報を取り出すことが必要なものであり，「書くこと」と「読むこと」を関連さ
せることが必要な設問であった。 

所属校の児童の実態と，筆者の文学的な文章教材での授業実践の反省点から，小学校国
語科教科書から文学的な文章教材を取り上げ，今求められる国語の力を育成するための授
業づくりについて提案を行う。 

 
２ 研究の方法 
本研究では，文学的な文章教材の単元を三部構成とし，第三次に「読むこと」の学習を生

かした「書くこと」の学習活動を設定する単元構成を提案する。以下に，「読むこと」の指
導と「書くこと」の指導を関連させるための観点を挙げる。 
（１）「読み」と「書き」の観点をもとにした単元構想 

二瓶（2006）は，読解の観点を明確に指導し，習得させることで，次の学習に生かされる
力が身に付くとともに，自分の考えを様々な言葉で表現する力を育むことができると述べ，
「自力読みの観点」として25の項目を提唱している。また，白石（2011）は，作品の大筋を
把握するための読みの観点として，「文学作品の10の観点」を提唱している。 
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二瓶は単元を通して読みの観点をもとに作品を読み進めさせる実践を行っており，白石
は，単元の導入部で，観点に沿って作品を読ませることで，内容の大筋をつかませるため
に読みの観点を用いている。 

これら「読みの観点」をもって作品を読
むことは，書かれている内容を理解するだ
けでなく，「なぜこのように表現されている
のか」という作者の工夫に着目することを
可能にし，確かな読みの力の習得につなが
ると考える。また，これらの観点は「書くこ
と」にも通じる観点であり，「書くこと」の
指導においても活用することで，「読むこ
と」と「書くこと」を関連させた単元構想を
行うことができると考える。 

よって本研究では，二瓶の提唱する「自力
読みの観点」と白石の提唱する「文学作品の
10の観点」を整理し，「『読み』と『書き』の
観点」(表１)を設定する。指導の際は，教材の特性に沿ってこの観点から適切なものを選択
して取り組む。「『読み』と『書き』の観点」については，整理の際，その単元で習得すべき
知識・技能が整理され，各学年における学習の系統性を確かめることができる光村図書小
学校国語科教科書の学習の手引き「たいせつ」との関連と，｢書くこと｣の指導との関連を
考慮している。「『読み』と『書き』の観点」を用いて単元構想を行うことで，児童が，作者
の工夫に目を向けながら，物語を読み進められるようにすると共に，教師側も，指導事項
とその系統性を意識しながら授業を展開できるようにする。 
（２）「『読み』と『書き』の観点」をもとにした「創作プロット」の作成 

二瓶(2011)は，文学的な文章教材の「読む
こと」の学習と「書くこと」の学習を関連さ
せ，学習で身に付けた読みの力を｢活用｣し
て物語を創作させる必要性を訴え，「自力読
みの観点」と，「創作プロット」を用いた物
語創作活動を提案している。この実践を参
考にし，本研究では「読むこと」の学習と「書
くこと」の学習を関連させる具体的な方法
として，(１)で述べた「『読み』と『書き』
の観点」をもとに「創作プロット」(図１)を
作成する。そして，児童が，読み取った作品
の特徴や作者の工夫を模倣したり，参考に
したりしながら書くことができるようにす
る。また，各観点をもとに読み進めてきたこ
とをふり返り，スムーズに書く活動に移行
できるよう，読みの学習で用いたワークシ
ートと同じ形式のワークシートを，創作プ
ロットづくりでも用い，「読み」と「書き」
の関連を図る。 
（３）文章の種類の設定 

本研究では，文学的な文章教材の「読
むこと」の学習と｢書くこと｣の学習を関
連させる際，｢書くこと｣の学習で書かせ
る「文章の種類」を２つに整理する（表

２）。これは現行の小学校学習指導要領
解説国語編「Ｂ書くこと」の指導事項をもとに設定する。 

①については，物語の構成や表現，技法を学び，その効果を知った上で，それらを活用し
て新たな物語を創作する活動を設定する。「Ｂ書くこと」の「構成」に関する指導事項には，
段落相互の関係などに注意して，文章全体を構成することや，文章全体の構成の効果を考
えることが示されている。また，高学年の項では，物語の文章構成の例として「状況設定－
発端－事件展開－山場－結末」といった文章構成が示されている。さらに，「記述」に関す

１ 題名 

２ 作品の設定(時,場所,登場人物,出来事) 

３ 全体構成 はじめ(物語の設定・事件のき

っかけ)，中(事件・山場)，おわり(結末) 

４ 語り手(①人称視点②限定・全知・客観 

③視点人物) 

５ 人物関係(中心人物を核とした人物関係) 

６ 表現技法 

７ 中心人物の変容 

８ 主題 

① 物語の構成や表現，技法を使って書く。 
② 物語の内容に対して書く。(感想文，批評文) 

表１ 「読み」と「書き」の観点 

表２ 文章の種類 
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る指導事項では，「Ｃ読むこと」との関連を図り，優れた表現を模範にして書くことが示さ
れている。 

これらをもとに，①では，物語から読み取った文章構成や表現，技法を生かし，文章構成
や表現の効果を考えて文章を書く「書くこと」の指導を設定する。 

②については，「読むこと」の学習の後に，その作品の内容についての感想や批評といっ
た，作品に対しての自分の考えを書かせる活動を設定する。「Ｂ書くこと」の「記述」に関
する指導事項には，書こうとすることの中心を明確にし，目的や意図に応じて理由や事例
を挙げて書くことや，事実と感想，意見などを区別して書くことが示されている。また，高
学年の項では，「事実と感想,意見」の「事実」について，「出来事や科学的な事実だけでは
なく，想像したことや，物語などで描写されるフィクションの世界などもここでいう『事
実』に含まれる。」(※１)と示されている。 

これらをもとに，②では，作品に書かれている事実と，それに対しての自分の考えを区
別し,目的や必要に応じて，なぜそのように考えたのかという理由を挙げて,作品に対する
自分の考えを書く「書くこと」の指導を設定する。 
 
３ 文学的な文章における単元構想とその実践 
（１）単元構想について 
 所属校における提案
授業では，物語文｢海の
命｣(光村図書『国語六』)
を教材文として選び，単
元を構想した(図２)。  

｢海の命｣では，｢読む
こと｣の学習で，登場人
物同士の関わりや，その
関わりによって中心人
物の変容していく過程
がどのように表現されているかに着目して作品を読み取らせる。そして，「書くこと」の指
導として，「読むこと」の学習で読み取った物語の構成を用いて，中心人物の変容を主題と
した物語を創作する活動を第三次に設定する。単元計画は表３のとおりである。 

第一次では，登場人物を設定し，その登場人物が活躍する描写（短い物語）を書く活動を
取り入れる。これは，物語においては中心人物の変容を描くことが重要であることを実感
させるために設定するものである。第二次において，中心人物が変容する様子がどのよう
に描かれているかを読み取る「読むこと」の指導を行うが，この学習を進めていく際に，児

図２ 所属校における提案授業の評価規準 

表３ 単元計画 

〇対象
田辺市立新庄小学校第６学年
〇教材名｢海の命｣（光村図書『国語六』）
〇単元の評価規準

国語への
関心・意欲・態度 書く能力 読む能力 言語についての

知識・理解・技能

作品に描かれてい
る登場人物のつな
がりや心情を読み
取り，それらを活用
して自分の思い描
いた物語を書こうと
している。

・登場人物の役割と，人物
同士の関わりによって中心
人物が変容する様子が分
かるように，文章構成とその
効果を考えて書いている。
（イ）
・創作した物語について交流
し，物語の構成や表現の工
夫に着目して助言し合って
いる。（カ）

・登場人物の心情や場
面，登場人物の相互
関係について叙述をも
とに読み取っている。
（エ）
・作品の主題について
考えたことを話し合い，
自分の考えを広げたり
深めたりしている。（オ）

「状況設定－発端
－事件展開－山
場－結末」といっ
た物語の基本構
成を捉えている。
（１）イ（キ）

次 時 主な学習活動 評価規準◇ 評価方法〔 〕

一
１

〇教師の範読を聞く。
〇人物同士の関わりを描いた物語を創作することを知る。
〇難しい語句の意味調べをする。

◇物語に興味をもち，学習の見通しをもとうとしている。
（関心・意欲・態度）〔観察・ノート〕

２ 〇登場人物を設定し，短い物語を書く。
◇創作する物語の登場人物の性格や役割を考えることが
できる。 (書イ)〔ワークシート〕

二

３
〇物語の設定と内容の概要を捉える。 【観点２，４】
〇６つの場面を三つに分け，内容の大体をまとめる。

【観点３】

◇物語の設定と概要を捉えることができる
（読エ）〔観察・ワークシート〕(言)〔ワークシート〕

４ 〇太一に影響を及ぼした人物の関わりを考え，人物関係
図にまとめる。 【観点５】

◇作品中の人物同士の関わりやつながりを人物関係図に
まとめることで，太一がさまざまな人物と関わり，そ
れぞれの人物から影響を受けていることを捉えること
ができる。 （読エ）〔観察・ワークシート〕

５ 〇第５場面を読み，なぜ瀬の主をうたなかったのかを話
し合う。 【観点７】

◇太一が瀬の主をうたなかった理由について話し合うこ
とを通して，瀬の主の様子や太一の心情を捉え，太一
の心情の変化を読み取ることができる。

（読エ）〔観察・ワークシート〕

６ 〇太一の心情の変化について話し合い，主題を考え交流
する。 【観点１，８】

◇作品の主題について考えたことを話し合い，自分の考
えを広げたり深めたりすることができる。

（読オ）〔観察・ノート〕

三

７ 〇読みの学習で読み取ったことを参考にしながら，物語
のプロットを作成する。 【観点５，７】

◇物語のおおまかな設定とあらすじを考えることができ
る。 (書イ)〔ワークシート〕

８ 〇作成したプロットをもとに，中心人物が事件や対人物
との関わりによって，変容する物語を書く。

◇作成したプロットをもとに物語を書くことができる。
（書イ）〔ノート〕

９ 〇創作した物語について交流する。
◇創作した物語を交流し，物語の構成や表現の仕方に着
目して助言し合うことができる。

(書カ)〔ワークシート〕

(読む)

(読む)

(書く)
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童は物語の面白さを作り出す構成と，物語の主題は中心人物の変容にあることに気付いて
いく。そこで，第一次での物語が十分でないことに気付くことになる。この気付きが，物語
を書く第三次の活動へとつながっていく。児童は意識を途切れさせることなく，物語を書
く必要感をもってこの第三次の活動に取り組めるようになる。また，第一次で書いた物語
の人物設定をそのまま活用し，作品を読み取る前と，読み取った後の創作した物語を見比
べ，自分の学びを，創作した物語を通して見取ることができるようにする。 
（２）授業の実際 
 ｢『読み』と『書き』の観点」のうち，海の命の指導事項と関連する，観点５・７を扱っ
た第４時・第５時・第７時の授業について具体的に述べる。 
【第４時】 
 本時のねらい 
 ◎人物同士の関わりを｢人物関係図｣に整理することで，太一がさまざまな人物から影響を受けて
いることを捉えることができる。 

 

 

「海の命」の学習の手引き「たいせつ」では，「登場人物の関係を捉える」ことが指導事
項として示されている。第４時の学習では，中心人物である太一とその他の人物の関係を
人物関係図にまとめることを通して，太一とその他の人物の関係を捉えさせることをねら
いとし,資料１に示した学習指導案に沿って授業を行った。まずは，既習教材の人物関係図
（筆者作成）をモデルとして提示し，これまで学習してきた物語の多くは，中心人物があ
る出来事や事件の中で，対人物と関わったことによって変容する様子が描かれていたこと
を確認した。次に，モデルとして提示した既習教材の人物関係図を用いて，その書き方を
説明し，児童に本教材である｢海の命｣の人物関係図を作成させた。児童はこの過程で中心
人物である太一とその他の人物の関係や，それぞれの人物の役割を読み取ることができて
いた。人物関係図を作成させた後，｢海の命｣の対人物を考えるという学習活動を行った。
これは,対人物が特定しづらい作品であるという本教材の特徴に気付かせると共に,「登場
人物の関係を捉える」ことの必要性に気付かせるために取り入れた活動である。 

学習活動 主な発問・児童の反応 留意点・評価規準 
１．既習教材をもとに，これ

まで学習した物語の人物
同士の関わりをふり返
る。 

 
２．どんな人物が太一の生き

方に影響を与えたのかを
考える。 

 
３．人物同士の関係をまとめ，

それぞれの登場人物の役
割を確かめる。 

 
４．作成した人物関係図をも

とに互いの読み取りを交
流する。 

 
５．『海の命』の対人物は誰か

を考える。 
 
 
６．これまで学習してきた物

語と比較して気付いたこ
とと，本時の学習のふり
返りを書く。 

 
 
 
 
 
〇太一の生き方に影響を与え

た人物は誰でしょう。 
 
 
〇人物同士の関係をまとめて

みましょう。 
 
 
〇作成した人物関係図を見せ

合い，自分の考えと似てい
るところや違うところを見
つけましょう。 

〇｢海の命｣の対人物は誰でし
ょう。選んだ理由も発表し
ましょう。 

 
〇これまで学習してきた物語

と比べて気付いたことと，
今日の学習のふり返りをワ
ークシートに書きましょ
う。 

 
 
 
 

・これまで学習してきた物語は，主
に中心人物が対人物との関わりに
よって変容していたことを確かめ
させる。 

 
・人物関係図を作成する際の手がか

りとなるよう，選んだわけ(理由・
根拠)も発表させる。 

 
・人物関係図のモデルを示し，人物

関係図の書き方を説明する。 
・教科書の叙述をもとに考えさせ

る。 
 
・友達の考えと自分の考えの共通点

や相違点を見つけるとともに，参
考にしたいところを見つけさせる
ようにする。 

・『海の命』の対人物は誰か｣という
観点をもとに話し合わせること
で，それぞれの人物が太一に影響
を与えていることを大まかに捉え
させる。 

・対人物だけでなく，それぞれの人
物の役割や，人物同士の関係を読
み取ることで，物語への理解がよ
り深まることをおさえる。 

 
【読エ】人物同士の関わりを考え，
｢人物関係図｣に整理してまとめるこ
とで，太一がさまざまな人物との関
わり，それぞれの人物から影響を受
けていることを捉えている。  

〔観察・ワークシート〕 

資料１ 第４時の学習指導案 

中心人物とその他の人物の関係をまとめよう。 
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「海の命」の対人物を児童に考えさせた際，ほぼ全員の児童が「瀬の主」を選んでいた。 
そこで，その他の考えがあることを示し，児童に対し思考のゆさぶりを図った。こうして，
「海の命」は対人物を特定しづらい作品であることに気付かせ，だからこそ，登場人物同
士の関係や，一人一人の人物の役割に着目して読むことが大切であることを，学習の手引
き「たいせつ」を用いながら確認した。 
【第５時】 
 本時のねらい 
 ◎太一が瀬の主をうたなかった理由について話し合うことを通して，瀬の主の様子や太

一の心情の変化とそのきっかけを捉えることができる。 
第５時の学習では，太一が瀬の主をうたな

かった理由について話し合うことを通して，
太一の心情の変化とそのきっかけを捉えるこ
とをねらいとして授業を行った。はじめに，第
１時の学習で,児童に初発の感想を書かせた
際,「なぜ太一は瀬の主をうたなかったのか」
という疑問が多かったことから，その疑問を
解決することを学習のめあてとして提示し
た。次に,変容前の太一の心情や見方，考え方
を確認し,太一の心情が変化したきっかけに
ついて考えさせた。第５時の学習では図３の
「物語文のモデル図」を活用して授業を行っ
た。「物語文のモデル図」を活用することで,
物語のもと本的な枠組みである中心人物の変容を視覚的に捉えさせると共に,「はじめ」の
中心人物の心情や見方，考え方がどのようなきっかけによって,どのように変容したのかと
いう物語の構造を読み取らせることを意識して授業を行った。 
【第７時】 

本時のねらい 
 ◎物語のおおまかな設定とあらすじを考えることができる。 

第７時の学習では,図１に示した
「創作プロット」を用いて,物語の
設定やおおまかな構成と構造を考
えさせた。学習で用いた「創作プロ
ット」を,第３時と第５時で用いた
ワークシートと同じ形式にしたこ
とによって,児童は「読むこと」の
学習で読み取った「海の命」の設定
や構成・構造を模倣したり,参考に
したりしながらプロットを作成す
ることができていた。第７時の学習
において児童が作成した「創作プロ
ット」の例を資料２に示す。 
 
４ 成果と課題 
 次の３点により分析・考察を行い，成果と課題を明らかにする。 
 ①児童の成果物(創作した物語文)  
 ②学習で用いたワークシートや，各時 

間のノートの記述内容 
 ③事前事後の質問紙調査（書くことに 

関する３項目，読むことに関する３項 
目)  

（１）成果 
 児童の成果物に対する評価は表４のと
おりである。まず９割の児童がＢ以上の評
価となっている。児童は，第二次の「読む
こと」の学習活動において，人物同士の関
わりと中心人物が変容する様子がどのよ

 

中
心
人
物
の
気
持
ち
や

見
方
・考
え
方

事
件
・対
人
物

(

そ
の
他
の
人
物)

と
の
関
わ
り

中
心
人
物
の
気
持
ち
や

見
方
・考
え
方

はじめ

きっかけ

おわり

図３ 物語文のモデル図 

 

資料２ 児童が作成した「創作プロット」の例 

表４ 成果物の評価(Ｎ＝30) 

評価 評価規準 人数 割合

Ｂ

「はじめ」「中」「おわり」の三部構成を用い，
中心人物が「中」の場面で，ある出来事や
事件を通して対人物と関わったことをきっか
けに，変容する物語を書くことができている。

21人 70％

Ａ

三部構成に加え，中心人物が複数の人物
と関わることで変容する様子が書けていた
り，人物設定を効果的に生かして中心人物
の変容を書くことができたりしている。

６人 20％

Ｃ
三部構成を用いて，中心人物が変容する
物語を書くことができていない。 ３人 10％
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うに描かれているかを読み取
ることができ，第三次の「書く
こと」の学習活動において，読
み取ったことをもとに，「はじ
め」「中」「おわり」の三部構成
を用いて，「はじめ」の場面の
中心人物の心情や見方，考え方
が，「中」の場面で事件や出来
事を通してその他の人物と関
わったことをきっかけに変容
する物語を書くことができた。
これらのことが，この結果から
見て取れる。資料３は，Ｂ評価
の成果物の一例である。これを
書いた児童は，｢はじめ｣｢中｣
｢おわり｣の三部構成を用い
て，｢はじめ｣の中心人物の心情
や見方，考え方が，ある出来事
や事件の中で，対人物と関わっ
たことで変容する様子を書く
ことができている。また，資料
４はＡ評価の成果物の一例で
ある。これを書いた児童は，三
部構成を用いて中心人物の変
容を書けていることに加え ,時
代の設定と関連させた具体的
な人物設定ができていたり，立
場の違う対人物を設定するこ
とで，中心人物の変容をより効
果的に表現できていたりして
いる。 

これらの成果は，質問紙調査
の結果(図４) にも表れている。
質問紙調査の結果，全ての項目において，事後に「１ 当てはまる」と答えた児童数の伸び
が顕著であった。 

 
◎書くこと                              ◎読むこと 

 

 

 

 

 

資料４ Ａ評価の成果物（例） 

図４ 事前事後の質問紙調査における推移(Ｎ＝30) 

 

20.0

83.3

70.0

16.7

10.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

１ 物語を書くときに, 物語の構成を考えて書いている。

13.3

63.3

33.3

36.7

40.0

0.0

13.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

２ 物語を書くときに, 登場人物の性格や役割, 

人物同士の関係を考えて書いている。

10.0

60.0

33.3

36.7

33.3

3.3

23.3

0.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

３ 物語を書くときに, 中心人物の気持ちや見方・考え

方の変化が分かるように書いている。

13.3

66.7

20.0

30.0

50.0

3.3

16.7

0.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

４ 物語を読むときに, 内容だけでなく、どのような構成で書

かれているかということにも気をつけながら読んでいる。

16.7

66.7

40.0

30.0

40.0

3.3

3.3

0.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

５ 物語を読むときに, 目的に応じて登場人物の気持ちや、

人物同士の関係を考えて読んでいる。

6.7

80.0

23.3

16.7

56.7

3.3

13.3

0.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

６ 物語を読むときに, 中心人物の気持ちや見方・考え方

がどのように変化したかを考えて読んでいる。

資料３ Ｂ評価の成果物（例） 
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今回の授業では，物語
文の内容を読み取ること
だけでなく，各観点に沿
って作者の書き方の工夫
を読み取らせることも意
識して授業を行った。そ
の結果，質問紙調査の読
むこと４・６の質問に対
する回答からも分かるよ
うに，児童は物語の構成
や，中心人物がどのよう
な出来事の中で，どのよ
うにその他の人物と関わ
り，変容を遂げたかとい
う，物語の構造を読み取
ることを意識できるよう
になった。第９時の学習
で，創作した物語を交流
し意見を述べ合った際に
は，友達が書いた物語に
対して，「物語のはじめ
で，登場人物の設定がく
わしく書かれていたのが
良かった。」や，｢中心人物
の気持ちや考え方をもう
少し大きく変化させた方
が良いと思う。｣などとい
った，物語の構成や中心
人物の変容についての意
見を述べる姿も見られた
(資料５ )。このことから
も，児童に物語の内容だ
けでなく構成や構造を読
み取る力を付けることが
できたと考えられる。 

また，「海の命」の単元
目標にもある「人物同士
の関係を捉える」という
ことについても，読むこと５の設問の結果から分かるように，９割以上の児童が「１ 当
てはまる」，「２ どちらかといえば，当てはまる」という肯定的な回答をしている。第４
時・第５時の授業で用いたワークシート（資料６，７）の記述内容からも中心人物とその他
の人物の関係を捉え，中心人物がさまざまな人物から影響を受けて変容したことを読み取
れている様子がうかがえ，児童は単元の目標を十分に達成することができたと考えられる。 

さらに，質問紙調査の書くこと１・３の設問の結果からは，児童が「読むこと」の学習
で読み取った作品の構成や構造を，物語を書く活動の際に生かそうと意識して取り組んだ
ことが分かる。 

これらのことから，「読むこと」と「書くこと」の指導を関連させたことにより，児童の
「読む能力」と「書く能力」を相互に高めることができたといえる。 
（２）課題 

今回の授業では，「『読み』と『書き』の観点」のうち，「読むこと」の指導の際に用い
る観点を精選できていなかった。本来であれば既習事項と関連する観点は簡単に扱い，指
導事項と関連する観点を重点的に扱うなど，内容の重要度や児童の学習の実態に応じて，
その取り扱いに軽重を加え，効果的な指導ができるように配慮しなければならない。しか
し，今回の授業では，取り上げた全ての観点を丁寧に扱ってしまった。１つの教材で多く
の観点を重点的に扱うのではなく，１年間で扱う文学的な文章教材の指導事項を確認し，

 

資料６ 第４時で用いたワークシート（例） 

資料７ 第５時で用いたワークシート（例） 

 

中心人物の変容

変容のきっかけ
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どの教材でどの観点を重点的に扱うかを見通して単元構想を行うことで各単元の学習内容
を焦点化することができ，より効果的な指導ができると考える。 

また，成果物の評価がＣ評価となった児童は，いずれも「はじめ」の場面で変容前の中心
人物の心情や見方・考え方を書くことができていなかった。しかし，第７時の学習で作成
した創作プロットでは，変容前の中心人物の心情や見方・考え方を設定できていた。この
ことから，作成した創作プロットをもとに，物語を創作させる際に，プロットと照らし合
わせながら物語を書くように声掛けをするなどの手立てが必要であったと考える。 

 

５ まとめ 
今回の研究から，｢読む｣と｢書く｣を関連させた単元構想と授業づくりを行うことで，児

童の｢読む能力｣と｢書く能力｣の両方を高めることができた。｢読む｣と｢書く｣を関連させる
にあたっては，｢読むこと｣そのものの学習活動のあり方を変えていく必要がある。従来の
教材文の内容を読み取っていく活動だけでなく,書き手視点に立って，物語の構成や構造，
表現方法を読み取るといった学習活動を行うことが，後の｢書くこと｣の学習活動につなが
る。また，新学習指導要領の「読むこと」の指導事項として「構造と内容の把握」という項
が新設されたことからも，書かれている内容だけでなく，「物語の内容」と「構成や構造」
の相互を関連させながら，その両方を読み取らせていくことで，｢確かな読みの力｣を子供
たちに身に付けさせていく必要がある。そのため，読み取った構成や構造,表現技法を模倣
したり，自分なりに再構成したりして文章を書くことにより，｢読む能力｣に加え，｢書く能
力｣も同時に向上させることができると考える。今後も,この研究を生かし実践を続けてい
きたい。 
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